
資料２

じどうかんまつり検討シート
１ 開催方法について

① 事前予約制について

■継続

➢□改善

② 人数制限について

■継続

➢□改善

③ 時間割制について

■継続

➢□改善

２ ボランティアの参加方法について

①当日のボランティアについて

参加は１日のみ、午前若しくは午後のどちらかでブースに参加。

□継続

➢□改善

②地域参加の促進について

今後じどうかんまつりが地域との関わりを一層深めていくにあたり、どのよう

なことができるでしょうか。

改善点

当日予約なしで来る児童への対応を検討する。

改善点

コロナ感染状況に応じて判断する必要がある。

改善点

幼児親子と小学生の時間帯を分けるとよいのではないか。

改善点

特になし。半日交替制は好評であった。

青少年児童センターにみらい子育てネットながくて、西児童館で絵手紙を楽

しむ会のように地域団体ブースを各館に設置する。



３ 子どもスタッフの参加方法について

コロナ禍の関係で「子どもスタッフ」という形では募集せず、来館した子ど

もたちにアイデア募集、看板やポスターの作成、会場の飾り付け等、自由参加

する形で実施。

コロナ禍に配慮しつつ子どもがより主体的に参加する方法として、どのよう

なことができるでしょうか。

（参考）「子どもの権利条約」に示される子どもの権利のひとつに「参加する権利」

があります。

参加する権利・・・自由に意見を表したり、団体を作ったりできること

４ その他検討事項について

・開催時期について

開催時期についてはコロナの感染状況に左右されるため、各児童館で判断し

た方が良い。

・人数制限について

人数制限があったことによって、当日余裕をもって遊びに集中できたので継

続した方がよい。

各児童館にご意見箱を設置し、子どもたちの意見を集めていく。各児童館の地

域性を遊びにも反映させる。


